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１  エルサルバドルに対する開発協力のねらい 
（１）エルサルバドルは、中米地域の中心部に位置し、物流ハブを目指す地理的利点を有

するほか、中米統合機構（SICA）事務局が設置され、地域統合において重要な役割を担

っている。１人当たりの GDP は 5,580 ドル（2024 年、世界銀行）であり、高中所得国

（LMCs）に分類されるが、国内の経済的貧困率は 2022 年時点で 26.6%（多目的世帯調

査（Multipurpose Household Survey：MPHS））で、農村部と都市部の間には依然として

経済格差がある。また、同国は天然資源に乏しく、特定産業（繊維・縫製業、コーヒー栽

培）に依存しているほか、ハリケーンや地震といった自然災害に対する脆弱性も抱えてい

る。加えて、メキシコを経由して米国に流入する移民の増加が、中米北部３か国（エルサ

ルバドル、ホンジュラス、グアテマラ）共通の社会問題となっているが、現政権の政策に

より、2022 年から 2024 年初頭に、特にエルサルバドルからの移民の数は減少している。 
（２）こうした状況において、経済格差の是正、特に同国東部地域の貧困削減や自然災害

に強靱で特定産業に過度に依存しない自立的・持続的な経済成長が大きな課題となって

いる。また米国移民問題については、その根本原因である貧困、治安、災害等の諸課題へ

の対処が求められている。 
（３）上記の課題に対し、同国政府は国際パートナーの支援とともに既存の格差是正に取

り組んでいる。現政権は、貧困、治安、自然災害など多くの問題の原因に対する包括的な

アプローチを行っており、これらの措置が長期にわたって持続可能なものとなるよう、取

り組みの強化を目指している。また、現在、同国政府はブケレ大統領の選挙公約集である

「クスカトラン計画」に基づき、生産性の向上や雇用促進を通じた持続可能な経済成長の

実現、市民生活の質向上や安全確保、平等かつ包摂的な教育の実現等を優先課題として取

り組んでいる。 
（４）我が国が、過去約９０年に亘る友好関係や国際場裡での良好な協力関係を踏まえ、

日本の知見や経験を活かして貧困削減、地方開発含む経済格差是正、防災等の開発課題の

取組、米州地域にも影響を及ぼす移民問題の緩和に貢献することは、二国間関係を強化す

るとともに、中米地域及び米州地域の安定化を促進し、持続可能な開発目標（SDGs）の

達成に貢献するとの外交政策の観点からも意義が高い。 
 
２  我が国の ODA の基本方針（大目標）：自立的かつ持続的な開発の促進 
 エルサルバドル政府が取り組む重要開発課題のうち、我が国は、同国の自立的かつ持続

的な開発を促進するため、経済の活性化、包摂的な開発、雇用拡大を中心に支援を行うと

ともに、防災・環境保全に対する同国の取組への支援にも努める。 
 
３  重点分野（中目標） 
（１）経済の活性化と雇用拡大 
 エルサルバドルの東部地域は中米の中心部に位置し、３か国（エルサルバドル、ホ



 

ンジュラス、ニカラグア）にまたがるフォンセカ湾にも面する交通・物流の要衝とし

て、地理的に重要な位置を占めているが、長年に亘る内戦の影響により開発が遅れて

いる。天然資源に乏しく、国際競争力のある産業を持たない同国の経済を活性化さ

せ、中米全域の経済成長を促すには、エルサルバドル政府にとって優先課題である東

部地域の産業基盤を整備し、物流機能、電力供給力を向上させることが重要である。

このため、地熱発電などを含む経済社会インフラの開発やこれまで我が国の支援によ

り整備された港湾、橋梁、道路等の機能を最大限に活用するための協力を行う。ま

た、中小零細企業の経営や生産性の向上等に向けた支援を通じ、更なる雇用の創出を

図る。 
 
（２）持続的開発のための防災・環境保全 
  エルサルバドルでは、近年気候変動の影響によるとみられる風水害・土砂災害が多発

しており、内陸型地震やプレート境界型地震も頻繁に起こっている。またマングローブ

林を始めとする豊かな生物多様性と生態系を有していることから、これらの点にも留

意をした上で、自然災害に対する脆弱性の克服が課題となっている。そのため、公共施

設や住宅の耐震化を通じた都市機能の強靱化や気候変動対策に資する公共インフラの

災害リスク管理、自然を基盤とした解決策(NbS)といった我が国の知見を生かして、防

災能力の強化・環境保全に向けた協力を行う。また、防災や環境保全にかかる過去の協

力の成果を活用し普及させる取組も進める。 
 
（３）包摂的な開発の促進 
  エルサルバドル政府は、全ての人々が恩恵を享受できるように、経済社会開発を進め

ようとしているが、教育機会の拡充にあたっては、初中等教育における教育環境の改善

が、強靭な保健・医療体制の整備にあたっては、質の高い人材の育成や医療の質の向上

が課題となっている。我が国は、基礎教育の普及、教育水準の向上とともに、保健分野

の人材育成や医療体制整備のための取組を継続して支援する。加えて、市民の生活の質

の向上や安全確保に向けて、社会サービスを提供するための基盤整備に資する支援を

実施する。 
 
４  留意事項 
（１） 中米地域では、地域統合に向けた取組が進められている。エルサルバドルには中

米統合機構（SICA）事務総局が存在し、その他にも多くの国際機関、国際支援団体など

の事務所を国内に受け入れており、地域プログラムを主導しうる地理的メリットを有し

ている。我が国は SICA に対し、生物多様性及び物流分野等での支援を実施しているが、

さらに米州開発銀行（IDB）等との援助協調の可能性も視野に、地域協力を推進していく。 
（２） ODA 予算の戦略的な運用の観点から、異なるスキーム・方式の案件を組み合わせ

て、総じて高い開発効果を発揮できるような案件形成に努める。 
（了） 
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